
                        令和５年９月１２日 

                    在ボツワナ日本国大使館 

 
自然災害への備え 

 

洪水： 
 

ボツワナでは、雨季に洪水が発生する可能性があります。洪水は、人的・物的損害

を引き起こす可能性があり、注意が必要です。 

ボツワナで洪水に遭遇した場合は、以下の点に注意してください。 

 

• 気象情報や河川情報などに注意する 

洪水の発生を早めに察知するために、気象情報や河川情報などに注意しましょう。ボ

ツワナ気象局のウェブサイトやソーシャルメディア

（https://www.facebook.com/BotswanaMet）で最新情報を確認できます。 

 

• 自治体から避難指示等が発令されたら早めに避難する 

自治体から避難指示等が発令された場合は、早めに避難しましょう。避難場所や避難

経路を確認しておき、安全な場所に避難してください。 

 

• 避難行動は浸水前に 

浸水が始まってから避難すると、危険な場合があります。浸水する前に避難行動をと

りましょう。 

 

• 避難時は隣近所に声をかけて集団で行動を 

避難時は、隣近所に声をかけて集団で行動しましょう。一人で行動すると、危険な場

合があります。 

 

• 車での避難は危険 

車での避難は、水没や流されるなどの危険があります。車での避難は避けましょう。 

 

• 橋や川の近くは危険 

橋や川の近くは、洪水の際には特に危険です。橋や川の近くには近づかないようにし

ましょう。 

 

ボツワナで洪水に遭遇した場合は、これらの点に注意して、安全に行動してくださ

い。 

また、洪水に備えて、以下の対策をしておくとよいでしょう。 



 

• 非常食や持ち出す物などを準備しておく 

洪水が発生した場合、自宅から避難する可能性があります。非常食や持ち出す物など

を準備しておきましょう。 

 

• 避難場所や避難経路を確認しておく 

避難場所や避難経路を確認しておくと、いざというときに慌てずに避難することがで

きます。 

 

• 大雨や洪水に備えて家のまわりを点検整備しておく 

大雨や洪水に備えて、家のまわりを点検整備しておきましょう。排水溝や雨樋が詰ま

っていないか、家の周りに倒れそうな木や枝がないかなどを確認してください。 

 

 

 

干ばつ： 
 
 ボツワナは、乾燥した高原地帯に位置しており、年間降水量も少なく、乾季が長く

続くため、干ばつが発生しやすい地域です。過去には 2015年から 2016年にかけての

深刻な干ばつの影響で農業生産が大幅に減少し、多くの人々が食料不足に陥りまし

た。 

 ボツワナの干ばつに備えることは、以下のとおりです。 

 

・ 食料の備蓄 

干ばつの影響で農業生産が減少し、食料不足が発生する可能性があります。そのた

め、食料の備蓄をしておくことが重要です。 

 

・ 水の備蓄 

干ばつの影響で水不足および計画断水が発生する可能性があります。そのため、水の

備蓄をしておくことが重要です。 

 

・ 現金の備蓄 

干ばつの影響でインフラが損傷し、クレジットカードやデビットカードが使用できな

くなる可能性があります。そのため、現金の備蓄をしておくことが重要です。 

 

・ 情報収集 

ボツワナ政府（https://www.gov.bw）や国際機関から発信される情報に注意し、最新

の状況を把握しておくことが重要です。 



 

・ 備えを家族や友人と共有 

家族や友人と備えを共有し、協力して乗り越えられるようにしておくことが重要で

す。 

具体的な備えとしては、以下のようなものが挙げられます。 

 

食料: 米、パスタ、缶詰、レトルト食品など 

水:  ペットボトル水、浄水器 

現金: 数万円程度 

電池: 懐中電灯、ラジオなど 

常備薬: 風邪薬、胃薬、痛み止めなど 

 

 

 洪水、干ばつなどの自然災害は、治安情勢にも大きな影響を与えます。在留邦人の皆様

は、最新の情報を入手し、十分にご注意ください。 

       


